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1． はじめに

2 色 配色の 配色効 果に つ い て 研 究を行 っ て い るが 、

同
一色相問 の 2 色配 色の 感情効果 に つ い て は昨年報

告 した 1］

． 今回は 、 異色 相間 2 色 配色 の 配 色効果 を、6

対 の 形容詞を用 い て 、SD 法に より検討した。

2．　 方 法

配 色は 、すべ て異色相配色で 、色相は、5 色相 （R 、Y 、

G 、B ，　P）の 各 々 につ い て 、ペ ア となる色相を、10 色相

（R ，YR 、　Y ，　GY ，　G ，　BG ，　B ，　PB ，　P ，　RP ）より各 9 色

相組合せ た 。 ト
ー

ン 配 色は 、 Pale：Pale，　 Vivid ：Vivid ，

Dark ：Dark ，　 Bright：Pale，　 Dull：Dark ，Vivid：Grais｝1，
Pale：Dark の 7 種、全配色数は、285 配色で ある。

　配 色カ
ー

ドは 、各 4cm 四 方とし、灰色 台紙 （N 　6．6、
縦 12cm 、横 16Cm ）の 中央 ．ヒに、左 右を接 して配置 し

た e 単色カー
ド〔齔 色カー一

ドに 用 い られ た 50 色）も同大

とし、同様の 灰 色台紙 〔12 × 12cm ）上 に 置い た n 色カ

ー
ドは 、日 本 色彩株 式 会杜製 「トレ

ー
ニ ン グカラ

ー120 」

を使用 した．

　評価用に用 い た SD 尺度は 、配色カ
ー

ドで は、派手な

一
地味な、ス ポ

ー
テ ィ

ー
エ レ ガン ト、緊張 した

一一
ゆるんだ、

ゴ ージ ャ ス
ー

シ ン プ ル 、好きな一嫌 い な、調和一
不調和

の 6 尺度 で あり、単色 カ
ー

ドで は、調 和
一

不調 和を除い

た 5 尺度で ある。

　被験者は短大女子 学生 、A 、　B群各 23 名で ある。配

色数が多い 為、被験者をA 、B2 群 に分け、配 色は 半数

づ っ を実施させ 、単色カ
ー

ドは全員に実施させ た。調

査 は 、SD 法に よ り、7 段 階評価とし、単色 カ
ー

ドを先に 、

配 色 カードをそ の 後で 実施 した 。 A 、　B 両群に共通 な単

色 カ
ー

ドの t検定 の 結果 、 両群 間 に有
’
意差はなく同質 と

みな した。測定データの
i
ド均値を 求 め 、各尺 度に っ き、

単色カ
ー

ドを含め 全 カー
ドの 平均値を 0、標準偏差 を 1

とす る標準得 点 に変換した。

　単 色 カードの HVfC を測 色 し、各 配 色 カ
ー

ドの 2 色

の 色相差 」 以 明度差 A 瑳 彩度差 AC を求め た，，

3．　 結果および考察

　色 相は、JIS　 Z8721 の 図 1 色相 環 の 分割を参 考と

し、有彩 色全体を 100 分割 し、色相差は 0〜50 とした。

　実 測値 6 尺度 に 及ぼす 色相差 、明度 差、彩度差 の 効
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　果 を、図 】A 、2A 、 3A に示す 。

　図 IA よ叺 色相差を 5 つ つ に区切ると、「調和 」に っ

い て は 、色相差 5，5〜15，0 の場合評価が高く、25．6 以

上 に な ると低くな り、色相差が小さい 方が調 和することが

示された．「好きな 1もほぼ同様 の カ
ーブとなっ た 。

　図 2A より、「派 手な」につ い ては 、明度差 2．1〜4．0 で

評価が高くなっ た。「ゴ ージャ ス 」や 「ス ポーテ ィ」も同じよ

うな傾 向がみ られ た 。
「緊張した 」は、〜4，0、〜2．0 で や

や高くなっ た。「調和 」に つ い ては、明 度差 0〜1で高く、
〜5，0 で やや低くな っ た。「好きな」は 、明度差〜5，0 で

やや低くなっ た 。

　図 3A より、「ス ポーテ ィ 」は 、彩度差 4．1〜7．8で高く、
〜10．0で 低くなっ た e

「派手な 」は、〜6．0 をピ
ー

クとする

の は 1ス ポー
ティ 」と同 じであるが 、〜7．8、〜12．1 でも高

くなっ た、，「好きな」は、〜6．0 で高く、〜12．1 で 低く、彩

度差に よる評価 の 影響が大 きか っ た。「緊張した」は 、〜

12，1、〜4，0 で 高く、〜7，8 で低くなっ た．「ゴー
ジャス 」

は、〜12．1で 高くなっ た，，「調 和 」は 、彩 度差 が 6．1以 上

大きくなると低くなっ た。

次 に 、各 尺 度 の 上位 20％の 配 色数を、」 H 、AV ，
AC の 小 中大 の 組み合わせ 27 分類ご とに調 べ た 。 に

こ で 、AH 小 中大は 、O〜17、〜33 、〜50 、　A レ 小 「冖

大は 、0〜2、〜4、〜6、AC 小 中大は 、0〜4、〜 8、〜

12．1 とした。 ）

　そ の 結果、「派 手な」は 、（AH 中・大）x （A レ中）×

（A　C ／］x）と （A 　H ，］・・大）× （AV 中）× （∠jo 中）で 、

　 「ス ポーテ ィ 」は （AH 中）× （AV 小 ）X （」 C 中）と

（AH 小）× （A レ中）× （　A　Clti）で 、

　「緊張した」は 、 （AH 大）× （A レ中）× （A　C ，i・）で、

　 ［ゴージャ ス 」は 、（』召中 ・大）× （AV 中）× （A　CiJi）
で 、

　「好きな」は 、 （AH 小 ）x （dv ・」・）× （rl（C小 ・中）と

（AH 小）× （A レ中 ）× 〔AC 中）で 、

　 「調和」で は 、（AH 小 ）× （A 例 ・・中）× （AC 小 ・中）

で 、それぞれ 上位となる配色が 多か っ た、

　以上より、「調和」がよい とは 、先ず All が小 で 、AV
と AC は 小 また は 中で あ り、これ は 「好きな 」とほ ぼ 同 じ

結果 で あっ た。「派 手な」など は 」 〃 中・大で 高か っ た 。
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図 1A 実 測値 6尺 度に 及 ぼ す 色 相 差 の 効 果
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図 2A 実測値6尺度に 及 ぼ す明度 差 の 効果
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図3A 実測値6尺 度に 及 ぼす彩度差 の 効果
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